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 広報　　　　　－おおず－ 2006　10 月号

大洲ジュニアトライアスロン大会
　

７
月
23
日
（
日
）、
肱
川
緑
地
公

園
で
第
12
回
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小

学
３
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
選
手

１
７
０
人
が
参
加
、
悪
天
候
の
中
、

ラ
ン
と
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
の
競
技

に
挑
み
ま
し
た
。

　

梅
雨
前
線
の
豪
雨
に
よ
る
肱
川
の

増
水
を
受
け
て
ス
イ
ム
は
中
止
と
な

り
、
中
学
・
高
校
生
部
門
で
は
、
ラ

ン
（
２
㎞
）、
バ
イ
ク
（
10
㎞
）、
ラ

ン
（
４
㎞
）
の
計
16
㎞
で
、
ま
た
小

学
生
部
門
で
は
、ラ
ン（
１
．
２
㎞
）、

バ
イ
ク
（
６
㎞
）、
ラ
ン
（
２
㎞
）

の
計
９
．
２
㎞
コ
ー
ス
で
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
小
雨
の
降
る
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
号
砲
一

発
勢
い
よ
く
走
り
出
し
、
多

く
の
市
民
や
保
護
者
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
限

界
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
競
技
結
果
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。【
敬
称
略
】

　

地
域
住
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
、
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
旧
４
市
町
村
の

区
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域

審
議
会
が
、
７
月
12
日
（
水
）
の
肱

川
地
域
審
議
会
（
肱
川
公
民
館
）
を

皮
切
り
に
、
18
日
（
火
）
に
は
大
洲

地
域
（
大
洲
市
役
所
）、
20
日
（
木
）

に
は
長
浜
地
域
（
長
浜
体
育
館
）、

31
日
（
月
）
に
は
河
辺
地
域
（
河
辺

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
地
元
の
公
共
的
な
団

体
の
役
職
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
が

委
員
と
な
り
、
今
後
の
地
域
の
あ
り

方
を
考
え
る
も
の
で
、
市
か
ら
は
平

成
17
年
度
事
業
の
執
行
状
況
や
、
18

年
度
の
主
要
施
策
、
市
の
財
政
状
況

と
そ
の
改
善
を
図
る
べ
く
策
定
し
た

大
洲
市
行
政
改
革
大
網
・
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
説
明
と
と
も
に
総
合
計
画

（
基
本
構
想
案
）
の
策
定
状
況
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
意

見
交
換
で
は
、
図
書
館
や
市
民
会
館

の
建
設
計
画
や
学
校
給
食
の
問
題
、

危
機
管
理
体
制
の
充
実
や
子
ど
も
の

人
権
教
育
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

無 

料 

司 

法 

書 

士

法
律
相
談
所
の
開
設

　

愛
媛
県
司
法
書
士
会
で
は
、
愛
媛

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
公
証
人
会

と
共
催
で
法
の
日
の
週
間
行
事
と
し

て
無
料
司
法
書
士
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
、
不
動
産

の
相
続
、
売
買
な
ど
の
登
記
に
関
す

る
も
の
、
供
託
の
手
続
き
に
関
す
る

も
の
、
訴
訟
手
続
き
（
書
類
作
成
な

ど
）
に
関
す
る
も
の
。
ま
た
、
公
正

証
書
の
作
成
を
中
心
に
関
連
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

10
月
１
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

愛
媛
県
司
法
書
士
会
大
洲
支
部

　

担
当　

永
田
事
務
所

　

☎
㉔
２
２
６
１

第１２回大洲ジュニアトライアスロン大会

旧
４
市
町
村
で
地
域
審
議
会
を
開
催

部
門
名

小　　学　　生
小学6年 小学5年 小学4年

中　学　生高校生

男子 男子 男子
女
子 女子 男子女子 男子女子駅　　伝 駅　　伝

成
績

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
３
位

第
２
位

第
１
位

第
１
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

尾
崎　
　

光

上
川　

将
太

矢
野　

宏
貴

横
谷　

み
き

沖
元　

美
月

上
甲
ほ
た
る

佐
藤　

優
介

吉
田　

裕
希

上
野　

慎
介

上
田　

莉
央

広
川　
　

咲

三
好　

杏
奈

菊
池　
　

諭

谷
本　

研
次

檜
垣　

貴
仁

上
川　

優
希

上
田　

樹
杏

亀
岡　

美
里

横
谷　

直
人

高
橋　

竜
樹

渡
辺　

恭
輔

山
田　

和
俊

中
野
賢
太
郎

久
保　

圭
輔

青
野　
　

巧

黒
田　

倫
基

宮
﨑　

祐
斗

宇
都
宮
雅
生

久
保
田
祐
馬

竹
岡　

舜
也

大
田　

真 

一

竹
本　

颯
太

福
元　
　

愛

酒
井　

未
来

松
山
市

松
山
市

東
温
市

真
鍋　
　

豪

和
田　

 

一 

輝

西
本　

大
亮

三
好　

章
仁

梶
原　

浩
正

黒
田　

和
啓

松
永　
　

理

上
神　

勇
人

福
西　

貴
彦

今
治
市

大
洲
市

大
洲
市

福
岡
県

大
洲
市

西
予
市

砥
部
町

大
阪
府

大
洲
市

松
山
市

和
歌
山
県

宇
和
島
市

大
洲
市

大
洲
市

今
治
市

大
洲
市

大
洲
市

伊
予
市

福
岡
県

香
川
県

大
分
県

大
洲
市

大
洲
市

大
洲
市

大
阪
府

大
洲
市

伊
方
町

大
洲
市

大
洲
市

大
洲
市

氏
名

住
所

タ
イ
ム

小学3年
男子女子

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
１
位

第
２
位

第
３
位

吉
田　

秀
平

広
川　
　

陽

植
木　

康
平

中　
　

春
乃

小
田
菓
七
江

上
田
梨
里
子

大
阪
府

和
歌
山
県

今
治
市

宇
和
島
市

伊
予
市

大
洲
市

分　

秒

分　

秒

分　

秒

第12回　大洲ジュニアトライアスロン大会結果

32

04

33

25

36

14
分　

秒

分　

秒

分　

秒

28

52

29

04

30

41
分　

秒

分　

秒

分　

秒

29

49

30

32

30

33
分　

秒

分　

秒

分　

秒

32

07

38

03

38

04
分　

秒

分　

秒

分　

秒

26

19

26

22

27

22
分　

秒

分　

秒

分　

秒

26

25

28

22

30

25
分　

秒

分　

秒

分　

秒

25

58

26

31

28

28
分　

秒

分　

秒

分　

秒

31

33

31

34

37

58
分　

秒

分　

秒

分　

秒

41

05

42

33

44

57
分　

秒

分　

秒

分　

秒

43

23
分　

秒

48

15
分　

秒

47

54
分　

秒

46

55
分　

秒

47

42
分　

秒

28

50
分　

秒

28

30
分　

秒

27

43

43

40

46

24
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高齢者等を狙う悪質商法

●高齢者等に多い消費者トラブル
　業者が家を訪問し「家を無料で点検する」と言って点検した後、「このままでは家が壊れる」と不安をあおっ
て住宅リフォームを契約させるなどの「点検商法」と呼ばれるもの。相談の多い商品としては、床下換気扇や屋
根工事、配水管、布団などがある。一見親身に話を聞いたりするなど親切心を装ったり、強引な手口を使ったり
するなどして、高齢者や判断能力の衰えた人などを狙うことが多い。
●予防と対策
　★不審と感じたり、不要と思ったりしたときは、きっぱりと断る。
　★契約する場合は、家族の人に相談し契約内容を十分確認すること。
　★契約後８日間であれば、クーリング・オフ（無条件解約）ができる。
　★ 家族など身近な人は、高齢者の家に不自然なものがないかなど気を配り、また、判断能力が不十分な高齢者
であれば、成年後見制度などの利用も考えること。

　★被害に遭ったと思ったら、すぐに市役所担当課・地方局県民生活課または警察などに相談しましょう。
【消費生活に関する相談窓口】
　　市役所商工観光課　　　　　　　　　☎ 24 － 2111（内線 535）
　　長浜支所企画商工課　　　　　　　　☎ 52 － 1111（内線 38）
　　肱川支所総務商工課　　　　　　　　☎ 34 － 2311（内線 211）
　　河辺支所総務商工課　　　　　　　　☎ 39 － 2111（内線 122）
　　八幡浜地方局消費生活相談窓口　　　☎ 0894 － 24 － 3700

〇 

高
齢
者
虐
待
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
？

　

こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
虐
待
を

「
養
護
者
（
高
齢
者
を
養
護
し
て
い

る
家
族
）」
と
「
養
介
護
施
設
従
事

者
等
」
に
よ
る
、
次
の
よ
う
な
行
為

と
定
め
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

・ 

高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
る

か
、
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
（
殴

る
・
蹴
る
・
つ
ね
る
等
）
暴
力
行

為
を
加
え
る
こ
と
。

②
心
理
的
虐
待

・ 

著
し
い
暴
言
や
拒
絶
的
な
対
応

（
無
視
す
る
）
な
ど
、
高
齢
者
に

心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行

う
こ
と

③
性
的
虐
待

・ 

本
人
が
同
意
し
て
い
な
い
、
性
的

な
行
為
や
そ
の
強
要
。
排
泄
の
失

敗
等
に
対
し
て
懲
罰
的
に
下
半
身

を
裸
に
し
て
放
置
す
る
等
。

④
経
済
的
虐
待

・ 

生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
使
わ
せ
な
い
。
本
人
の
自
宅

等
を
無
断
で
売
却
す
る
。
年
金
や

預
貯
金
を
本
人
の
意
思
、
利
益
に

反
し
て
利
用
す
る
等
。

⑤ 

介
護
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク

ト
）

・ 

必
要
な
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
さ
せ
な
い
。
水
分
や
食
事
を

充
分
に
与
え
な
い
、
ゴ
ミ
や
排
泄

物
の
放
置
等
劣
悪
な
室
内
環
境
で

生
活
を
さ
せ
る
、
身
体
を
清
潔
に

さ
せ
な
い
等
。

「
養
介
護
施
設
従
事
者
等
」
に
よ
る

高
齢
者
虐
待
の
定
義
も
①
〜
⑤
と
同

じ
で
す
。

〇 

高
齢
者
虐
待
は
ど
う
し
て
起
こ
る

の
？

　

高
齢
者
虐
待
は
様
々
な
要
因
が
複

雑
に
か
ら
ま
っ
て
起
き
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
家
族

も
困
難
を
抱
え
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

①
家
族

・ 

介
護
疲
れ
、
疾
病
や
障
害
、
介
護

に
関
す
る
知
識
不
足
、
生
活
苦
な

ど
。

②
高
齢
者

・ 
認
知
症
に
よ
る
言
動
の
混
乱
、
身

体
的
機
能
の
低
下
、
疾
病
や
障
害

な
ど
。

③
人
間
関
係
な
ど

・ 

こ
れ
ま
で
の
人
間
関
係
に
お
け
る

折
り
合
い
の
悪
さ
、
親
の
加
齢
や

認
知
症
に
よ
り
家
庭
内
に
お
け
る

精
神
的
・
経
済
的
な
関
係
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
な
ど
。

④
社
会
環
境
な
ど

・ 

希
薄
な
近
隣
関
係
や
社
会
か
ら
の

孤
立
、
他
の
家
族
や
周
囲
の
人
々

の
介
護
に
対
す
る
無
関
心
、
老
老

介
護
・
単
身
介
護
の
増
加
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
の
不
足
・
不
適
応
な

ど
。

☆
高
齢
者
虐
待
を
予
防
す
る
た
め
に

　

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

家
族
が
高
齢
者
の
介
護
に
悩
ん
だ

り
、負
担
を
感
じ
た
り
し
た
と
き
に
、

早
め
に
相
談
し
、
必
要
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
虐
待
を
受
け
て
い
た

り
、
発
見
し
た
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

市
役
所
高
齢
福
祉
課
・
基
幹
型
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉔
２
１
１
１

　
（
内
線
１
７
７
・
１
７
６
・
１
７
５
）

【
受
付
時
間
】　

　

月
〜
金

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

暴
力
だ
け
が
虐
待
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

今
年
４
月
１
日
か
ら
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、高
齢
者
虐
待
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

●高齢者等に多い消費者トラブル
高 齢 者 等 を 狙 う 悪 質 商 法 に ご 注 意
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お知らせ

大洲青少年交流の家フェスティバル
～新たな出会い・発見があなたを待っている！～

　大洲青少年交流の家フェスティバルが、今年も開
催されます。
①愛媛県警音楽隊による演奏･大洲少年少女合唱
団･大洲高校吹奏楽部･大洲南中吹奏楽部によるパ
フォーマンスコーナー　②華道･陶芸･写真等作品
展示コーナー　③スポーツクライミング・ユニカー
ル･陶芸等の体験コーナー　④梅川まんじゅう･野
菜･花苗等の即売コーナー等、今年も多彩な催しが
あります。
　また、第 10回大洲市科学体験フェスティバルも
同時開催されます。

日　時　10月21日（土）午前10時～午後４時

〔問い合わせ先〕
　国立大洲青少年交流の家　☎ 24‒5175

所得の申告は必ずしましょう！
「税」の豆知識　―国保税の軽減制度―

どのような軽減制度があるの？
　国民健康保険税は、前月号でお知らせしたとおり、
所得割・資産割・均等割・平等割で構成されていま
す。このうち、均等割・平等割については、７割・
5割・2割の軽減制度があります。
　これらの軽減制度は、軽減判定所得金額が一定の
基準を超えない世帯について適用されます。しかし、
７割・5割軽減が自動的に適用されるのに対し、2
割軽減は、市の指定した期限までに申請書を提出（市
より案内）し、適当と認められないと適用されません。
　なお、未申告世帯には、これらの軽減制度の適用
がありません。所得の申告は、所得の有無にかかわ
らず必ずしましょう。
軽減の基準はどのようになっているの？
　軽減判定の基準は、下表のとおりとなっています。

※　軽減判定所得金額とは、世帯主（擬制世帯主を含む）及び

その他の被保険者の総所得金額、分離課税の譲渡所得金額（特

別控除前）、山林所得金額及び株式等に係る譲渡所得等の金額並

びに先物取引に係る雑所得等の金額の合計額をいいます。

※　擬制世帯主とは、国保被保険者でない世帯主をいい、国保

の世帯主として国保税の納税義務者となります。

問い合わせ先
　市役所税務課市民税係　☎24-2111（内線131）

　愛媛県では、知事が地域に出かけ、地域住民と気軽に意

見交換を行い、地域の意見・要望を把握し、可能なものか

ら県政に反映させていくため、次のとおり「こんにちは！

知事です」を開催します。

　県政の最重要課題である「財政構造改革」について、知

事が地域の皆様に直接、お話します。

　傍聴される方を募集しますので、ぜひ、ご参加ください。

日　　時　10月 12日（木）午後２時～午後４時

会　　場　リジェール大洲　レインボーホール

定　　員　50人（先着順）

申込方法　 10 月４日（水）までに郵便、電話、FAX、電子

メールで住所、氏名、電話番号を記入し、申し

込んでください。

申 込 先　八幡浜地方局総務調整課

　　　　　〒 796-0048　八幡浜市北浜 1-3-37

　　　　　☎0894-22-4111（内線 209）　

　　　　　FAX0894-22-0900

　　　　　電子メール　yaw-somucyosei@pref.ehime.jp

「こんにちは！知事です」傍聴者募集

10 月 1 ～７日は ｢公証週間 ｣
　公証役場をご存知ですか？公証役場では、当事者の依頼
により、金銭の貸借、不動産の売買･賃貸、損害賠償や慰謝
料の支払いなど各種の契約書（公正証書）を作成しています。
公正証書には、判決書と同様に、差押えや取立ての効力が
あります。遺言書も公証役場で作成しておくと、家庭裁判
所の検認という手続を受けることなく効力が認められます。
そのほか、会社の設立のための定款や私署証書の認証、確
定日付の付与などの事務を行っています。
　法律行為の確実を期すためには、公正証書を作成したり、
認証を受けることをお勧めします。
　公証役場では、いつでも公正証書に関しての法律相談を
行っており、相談は無料です。
〔問い合わせ先〕
　　　　　松山合同公証役場（松山市二番町 1‒11‒5）
　　　　　☎ 089‒941‒3871
　　　　　八幡浜公証役場（八幡浜市広瀬 1‒7‒6）
　　　　　☎ 0894‒22‒2070

大事な契約や遺言などは公正証書に

区分 軽減判定所得金額
7割軽減 330,000 円
5割軽減 330,000 円＋ 245,000 円×被保険者数 (世帯主を除く )
2 割軽減 330,000 円＋ 350,000 円×被保険者数 (擬制世帯主を除く )




